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実用性の高い関数型言語SML#の研究開発

●キーワード● 次世代プログラミング言語、高信頼ソフトウェア開発、宣言的プログラミング

　次世代の高機能・高信頼プログラミング環境の実現を
目指して、プログラミング言語SML#の研究開発を推進
しています。
　SML#は、関数型言語Standard MLをベースに、最新
の基礎研究で得られた実用上重要な成果を取り入れて
設計されている、新しい関数型言語です。SML#の最大
の特徴は、従来の関数型言語では難しかった、C言語、関
係データベース、外部データなど、関数型言語の外にあ
る資源との高度な連携を実現していることです。SML#
を用いることで、高水準で宣言的な記述や型理論に裏打
ちされた信頼性など、従来からの関数型言語の特長はそ
のままに、オペレーティングシステムやデータベース、
マルチコアCPUなどを活用したプログラムを書くこと
ができます。
　ML系関数型言語は、その優れた性質から、計算機科学
分野の研究者によって、定理自動証明システムなどに使
用されてきました。SML#は、ML系関数型言語の適用範
囲を、エンジニアによる一般のシステム開発にも広げま
す。それによって、ソフトウェア産業における実用シス
テム開発の生産性・信頼性の向上に貢献すると期待され
ます。

A. Ohori et al., SML# in industry: a practical ERP system development, In Proc. ICFP 2014.
K. Ueno et al., A fully concurrent garbage collector for functional programs on multicore 
processors, In Proc. ICFP 2016.

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　OSの機能やデータベースを利用しながら、手続き
型でないスタイルで直截にプログラムを書くことが
できます。日本で開発されている日本発の関数型プ
ログラミング言語です。

・ソフトウェアの生産性や信頼性が高い水準で求め
られるソフトウェア産業分野
・新しい言語を活用したソフトウェア開発環境やプ
ログラミング技法に関する研究パートナー

関連する知的財産
論文 等

SML#によるSQLクエリの多相型型推論

部分動的レコードによるJSONの型付き操作

専門分野 プログラミング言語理論、コンパイラ実装技術、関数型言語、ソフトウェア科学

感覚情報の分析・可視化と
VR／遠隔制御への応用

●キーワード● 触覚情報処理、操作インタフェース、遠隔制御、遠隔コミュニケーション

　情報通信技術の発達により、音声・映像に加えてさま
ざまな感覚情報を情報化・定量化し提示・再現する技術
が、VRなどの最新技術として実用化されはじめていま
す。
　特に、指先で感じる物体の質感情報である触覚や、体
全体で感じる速度や姿勢の変化などの体性感覚につい
ては、外的な刺激によって生起させてその強度を調整す
る方法が多く検討されています。
　本研究室では、指先に振動を提示することで、物体表
面に触れた際に感じる「つるつる」「ざらざら」といった
摩擦感覚を再現する方法（図１）や、視覚情報（映像）で提
示した周辺環境の動きやその速度情報から、自身の体の
移動速度や傾斜感覚を再現する方法（図２）を検討して
います。
　これらの情報の伝送手段として、インターネットを介
した遠隔地間で行う遠隔制御技術（図３）への応用、触覚
や体感情報を含めた高現実感のコミュニケーションの
実現が期待されています。
　他方で、感覚刺激に対する生体信号の反応を計測する
ことで、快・不快との関連性を分析（図４）し、映像や音声
の安全な視聴につなげる基礎解析も進めています。

制御装置および制御方法（特許第6245596号，分担出願）

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　遠隔制御技術については、国内・海外の商用イン
ターネット回線において安定制御可能なことを実証
しています。

　人の感覚の定量化とその各種応用が必要となる、
産業、技能、アミューズメントなど、幅広い分野との
連携を期待します。

関連する知的財産
論文 等

図３：可搬型機材によるインターネットを介した遠隔制御

図１：指先触覚の弁別実験 図２：立位保持に対する
視覚刺激の影響調査実験

図４：高刺激映像視聴時の瞳孔径変化の計測・比較
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専門分野 メカトロニクス、計測工学、制御工学、機構学、人間工学
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